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論 文 内 容 の 要 旨

 （目的）

 メニエール病の臨床症状は多種多様で，かつその経過

も長短まちまちである．そこでメニエール病の臨床的経

過を明らかにすると共に，その臨床症状ならびに検査成

績から予後に関係する因子を知る目的から研究を行なっ

た．

 （対象）

 昭和42年1月から45年12月までの4年間に当科を受診

したメニエール病78例，および原因不明の耳性眩量98例

の内，外来観察ないしはアンケートによって受診後少な

くとも正年以上の経過を知ることのできたメニエール病

67例，耳性眩量78例をえらんだ．

 （結果）

 アンケートの結果，めまいが治癒あるいはほぼ治癒し

た例は約90％以上あったが，その罹病期間はメニエール

病では平均4年4ヵ月であった．

 初発年令はメニエール病，耳性眩量ともに20代から40

代に多く，初発年令が高令化するにつれて罹病期間が短

かくなる傾向がみられた．

 初回純量発作時に耳鳴，難聴を加えて3主徴をもつた

ものは42例（63％），さらに耳閉塞感を加えて4主徴を伴

ったものは24例（36％）であった．

 まためまい発作がcluster groupingを示す傾向は耳性

眩量例には少なく，メニエール病に特徴的であった．

 CMI（Cornell Medical Index）検査では，メニエー

ル病が精神身体疾患の傾向をもつことが確かめられた．

 初診時の純音聴力検査では，平均聴力損失が40dB以

内の軽度難聴者と40d8以上の難聴者の2っのグループ

に分けることができた．患側耳の聴力型は水平型が最も

多く，次いで斜昇型，高音二二および斜降型，山型，正

常，聾の順であった．

 このうち，水平型は発病よりの期間が長い例に多く認

められ，一方斜二型はその逆に経過の短かい例に多かっ

た．

 温度刺激検査と発病から初診までの期間との関係は

No Response群が丁丁に比し，明らかに長い経過を示し

た．

 臨床症状のうち予後に関係すると思われた因子は，初

発年令，めまい発作におけるcluster groupingの有無で

あり，i若年者に初発した場合，発作にcluster grouping

をみとめる場合，初回発作時にすでに難聴を自覚した場

合に治癒までの期間が長くなる傾向があった．

 検査成績と予後との関係をみると，純音聴力検査で平

均聴力損失が40dB以上か，あるいは患側耳の聴力型が

高音急墜あるいは斜降型の場合に短かい予後期間を示し

た。

 温度刺激検査成績では正常型か，あるいは著しい半規

管機能の低下例に予後期間の短かい例を多くみとめた，
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査，ならびに温度刺激検査の成績等から判定できることを明らかにしたもので，

む．
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